
「無意識的に、差別・偏見が起きているのではないか」
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＜目的＞

国際的におきている差別，偏見をなくしたい
外国に対するイメージを変えたい

↓
ポスターを作成し、啓発



↓

《ポスター啓発前のアンケート》

外国に対する抵抗があるのかやイメージなどを２年の普通科５クラスにアンケートした。

外国に対するイメージ◎ 全体の約６割

《ポスター啓発後のアンケート》

掲示したポスターを見てその国々に対するイメージは良い方に変わったかや
その具体的理由などを同じく２年の普通科５クラスにアンケートした。

↓
外国に対するイメージ◎ 全体の約９割



ご協力いただいたお店： 湖南（中国） ホットマサラ（インド） 味源（台湾）

実際に作成したポスター



＜今後の展望＞
私達が無意識のうちに差別・偏見が起こるのは、外国に対する情報の理解不
足、それによって次の世代に伝わる情報であると思う。
そのためこれから私たちは外国に関する正しい情報を知り、身の回りの人や
次の世代へと伝えていくことで、無意識的に起こる差別・偏見を少しずつ減ら
していきたい

＜結果＞

世界の国々の食文化や生活様式、お店の店員さんへのインタビュー
をまとめたポスターを見てもらうことで多くの人が外国に対して興味を
持ったり、イメージがよくなったりと私たちが目標としていた結果が得
られた。


